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あらまし 学校教育現場では，碁盤の目のように机が配置されているのが一般的である．年度当初に生徒や学生

を番号順に並べると，授業担当者は彼らの名前と顔を早く覚えることができる．その後は，担任の教師や学生の

意思，くじ引きで座席が決められることが多い．本研究では，遺伝アルゴリズムを適応し，教室の個々人の満足

度が高く，集中して授業に取り組むことのできる座席配置決定手法を提案する．
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はじめに

初等中等教育現場では，教室の机の配置および生

徒の座席配置は，学習効果の向上および学級運営等

の重要な要素となる．教員が教室の座席配置を適切

に行えば，彼らは学級運営や授業を効果的にするこ

とができるので，座席配置は，学生の学習効果向上の

ための一手法となる ．

初等中等教育現場および高等教育現場の教室では，

碁盤の目のように机が配置されており，高等教育現場

で学ぶ学生は，彼らの自由意思で座席を選び講義を

受けている ．また，初等中等教育現場では，生徒

の希望を参考に学級担任が座席を決定したり，くじ

引きで決定したりしている．教室に 名の学生が在

籍する場合は座席の組み合わせは 通り存在するの

で，学生個々人にとって最良な座席を人の手で見出す

のは大変な困難と多くの時間を要する．

そこで本研究では，学生個々人の座席に対する評価

式と，一人の学生とその周りに座る学生間の評価式を

見出す．そして，これらの値が最大になるように，教

室の座席配置を構成する組合せ最適化問題のモデル

化を行い，この問題に対する遺伝アルゴリズム の

構成法を提案するものである．遺伝アルゴリズムは，

交叉，突然変異等の処理を行い最良な解を見出すも

のである．本研究では，新たな交叉手法を提案する．

まず，座席を決定するときの学生個々人に関する要

因を内的要因，１人の学生とその学生の周りに座る

学生との要因を外的要因とし，座席配置問題の目的

関数を提案する．次に，遺伝アルゴリズムにより見出

された座席配置と，従来型の決定手法を用いた座席

配置を比較するために学習実験を高等教育機関で実

施する．最後に，学習実験終了後に実験対象学生に対

しアンケート調査を行い，提案手法と従来型の手法

との差異を検討する．本提案手法は，短時間で最良な

座席配置を見出すことを可能とするので，教員が学

生の学習効果を向上させるための有効な手法となる

と思われる．

座席配置決定手法

日本の学校教育現場では，ほとんどの教室の机は碁

盤の目のように配置されている．高等教育機関では，

学生の自由意思で座席を決めているが，初等中等教

育現場では，学生番号順や抽選および学級担任の意

向が反映された座席となっている．限られた空間であ

る教室において，座席配置の決定には，学生の成績

や個々人の座席に対する考え方，および教室にいる学

生や教員等様々な要因が伴う．教室の前列や中央の列

に座る学生は，その他の場所に座る学生より教員と

のコミュニケーション等の相互作用が高いと言われて

いる．したがって，座席配置を最良に決めることは，

学習効果の向上に繋がると考えられる ．

座席配置問題への遺伝アルゴリズムの適応

座席配置問題を組合せ最適化問題と捉え，問題の

解法に遺伝アルゴリズムを適応する ．まず，学生

に座席をランダムに与え，次に個々の学生の座席に対

する評価値を算出する．問題は，学生個々人の評価値

の最小値を最大化することである．

いま， を学生数， を座席配

置問題の解とする．学生 が座る座席の評価式 を

以下に示す．

ここに， は学生 の座席に対するアンケートの

項目を示し， はそのアンケート項目の重みであら

かじめ与えられる．

学生 と学生 間の評価式を以下に示す．

ここに， はコーチングテストから得ら

れた学生 の適性を表し， は，学生

の適性を表す．教室の机を碁盤の目に配置した場
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表 学生 および の内的要因

学生番号

講義中の不要語の頻度

講義中の教員の声の聞こえ

黒板の文字の見え

講義の興味度

座席の希望

合，学生 の周囲には 名から 名の学生の座席が存

在する．学生 と学生 の周囲にいる学生 との評

価式を以下に示す．

ここに， は学生 の周囲にいる学生数を示し，

は に対する重みであらかじめ与えられる．学生

の目的関数 は次式で示される．

ここに， は と の重みであらかじめ与えら

れる．

計算機実験

実験対象者には，工業高等専門学校電気情報工学

科 年生 名を採用し，提案手法に基づき計算機実

験を行う．学生個々人の座席に対する内的要因および

外的要因に関するアンケート結果を，遺伝アルゴリ

ズムの入力変数とし，最良な座席を見出す．

表 は学生 と学生 の周りに座る学生 に対す

るアンケートから得られた内的要因を示す．アンケー

ト結果は， から の値に変換され遺伝アルゴリズム

の入力変数となる．

予備実験に基づき決定した ，初期個体群の個体数

および世代数 を示す．

表 は，それぞれの世代数ごとに無作為に抽出した

初期個体群を採用し，計算機実験を行ったときの世代

数 ，処理時間 ，目的関数値 を示す．同表

より世代数 の解は，目的関数値が よ

り高いので，学生の内的要因および外的要因を満足

するものであると考えられる．

表 計算機実験

最終世代

処理時間

目的関数

学習実験

計算機実験から見出された座席配置に基づき学習

実験を行う．まず学生は，人の手により決定された座

席配置で講義を受講する．次に，計算機実験で得ら

れた座席に座り講義を受講し，その後 種類の座席

に関するアンケートを実施する．アンケートからは，

座った座席に満足している学生が ，教員の声の

聞こえに満足している学生が ，教員が黒板に書

いた文字の見えに満足している学生が ，および

今までの座席に比べ満足度の高い学生が である

ことがわかった．

おわりに

本稿では，学校教育現場における教室の座席配置

問題に遺伝アルゴリズムを適応し，最良な座席を見

出す手法を提案した．従来型の人の手により決定さ

れた座席配置と本研究で提案した手法との比較実験

においては，本提案手法に対する実験対象者の満足

度が高い結果が得られた．
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